














































































































已シャッター速度をミ夫 6構図を決め、ピント 7露出を確認し、シャ 

めます。屋外1/125 を合わせます。 ッターをきります。 

秒、室内1/30砂。 



8撮影が終ったら、フ 
イルムを巻もどしま 
す。 


合百の香み 




巧シヤッター 


與フイルムガイド 


戒スプロケット 


巧卷巧りスプール 
孤フィルム差し込み港 


如フィルム圧板 


:がメモホルダー<背面> 


-41: 巻もどしボタン 


が水銀電池室 


おもなだ品 


型ま： 35 mm フォーカルプレーンシャッターま TTL ■ 
AE - 眼レフレックスカメラ 
使用フィルム： 35 mm フィルム ( J 135) パトローネ入り 
画面サイズ： 24 X 36 mm 

基準レンズ：ヘキサノン A 阳 0 mm F 1. 7 (5 群6枚構成)、 
AR 50 miti F 1.4(6 群7枚構成）、 

AR 57 mm F 1.2(6 群7枚構成）、 

各レンズ共 EE ロック機構か 
至近撮影距離 0. 45 m 

マウント：バヨネット式コニカマウント n 型 
直径 47 mm 、 フランジバック 40. 5 mm 
絞り機構： AE 式完全自動絞り、最小絞り F 16 
被写界深度確認用絞り込み機構付 
シャッター：上下走行まメタルフォーカルブレー 
ン■ハイシンクロシャッター"コパルスク 
エア S " 多重露出機構内蔵 
シャッター速度 ： B ■ 1〜1/1000砂、倍数系列等間 
隔目盛、一ま由不回転ダイヤル、 T 露出可能 


シンクロ：ホットシュークリッブ用 X 接点、 M 接 
点で M 、 FP 、 MF 級全速度同調、 X 接点でス 
トロボ1/125砂まで同調 

セルフタイマー：作動砂時巧変式全作動約10砂、 
ま全ロック装置付 

ファインダー:ペンタブリズム使用アイレベルフ 
ァインダー、倍率 0.78 倍 （50 mm レンズ〇〇)視 
辟率は実画面の約92〇為マイクロダイヤプ 
リズムま（またはスプリットイメージ式）に 
よる実像合致式フォーカシングスクリーン 
イ寸 

ファインダー視野内表示：シャッター速度、絞り 
値、メーター指針、露出警告マーク、レン 
ズ開放 F 値および EE 連動範困表示マーク、 
マニュアル表示マーク、絞り込み測光用定 
点、電源チェックマーク 



ミラー：前端垂直上昇ま、完全クイックリターン 
露出調節：完全自動露出 ( AE システム)超高感度複 
合 CdS 2 個による TTL 巧を測化ち式、開放 F 
値自動補正機構付 

- AE 式完全自動絞りレンズ(開が測光） 

AE 撮影はシャッター速度優先、適正絞り自 
勘制御式マニュアル撮影はフィルム感度、 
シャッター速度、レンズの開放 F 値に連動 
する適正絞り値直読ま 
■プリセット、普通絞りレンズ(絞り込み測 
光） 

フィルム感度、シャッター速度、絞りに連 
動する定点合わせま（ゼロ メソッド式） 

メ ーター電源： 1.3 V 水銀電池 (JIS H - C 型）2個使用、 
メータースイッチと電源チ I ック兼自動解 
除まレリーズロック機構付 
AE 連動範囲： EVI .5( F 1.2 レンズで ASA 100 のとき 
F 1.2、 1/2抄）〜 EV 18( F 16、 1/1000秒） 


フィルム感度範囲： ASA 12 〜3200、 DIN 12 〜36 
露出記憶装置：シャッターボタンを使用 
フィルム装てん： コニ カ EL 方式 
フィルム巻上げ：トップレバーじよるーイ乍動（巻上 
げ角162°引出し角30° )、巻上げ完了表示 
機構、二重露出防止装置付 
フィルムカウンター：自動復元順算ま裏ぶたは 
碟番式、 メモホルダー 付 

フィルム巻もどし：クラウン式、巻もどしボタン 
自動復元 
大きさ-重さ 

F 1.7 付幅 150 X 高さ 95 X 厚さ 91 mm ■ 980 g 
FI . 4付幅 150 x 高さ 95 x 厚さ 91 mm . 1,030 g 
FI . 2付幅 150 x 高さ 95 x 厚さ 96 mm . 1,200 g 
ボディのみ幅 150 x 高さ 95 x 厚さ 45 nTn ■ 740 g 



广 Hi を产の、れ "Ji 



コニカ T 3 の TTL メ ーターの電源は、 1.3 V 水銀電池2 
個を使います。別包装の水銀電ミ也を乾いた布でよ 
く拭いてから入れてください。 

1カメラ底部の水銀電池室猩のんたを硬貨などで、 
左（反時計方向）に回してはずします。 

2電池室内のシールじ表示してあるとおり、電池 
は2個とも受マークが見えるように重ねて入れ 
ます。 

3電池室のふたをちに回して、もとのようにしつ 
かりねじ込んでください。 





メータースイツチまレリーズロツクレバー 
シャッターボタン①のまわりにあるメータースイ 
ッチ感を左に回し OFF に合わせると、メーターのス 
イッチがきれ、シャッターボタンもロックされま 
す。巻上げたまま携帯するときにお使いくださし、。 
なお OFF のまま巻上げレバーを回すとレバーは自動 
的に ON にもどるので、わざわざ手でもどす必要は 
ありません。 

-水銀電池は 1.3 V 、 ナショナル H - C のほかに、ま 
芝 HS - C 、 マロリー PX -675、 エバレディー EPX - 
675などをご使用ください。類似お状で規定電 
圧が異なるもの、たとえば銀電池などがありま 
すから十分ごま意〈ださい。 

-カメラを長期問使わないときは、水銀電池を取 
り出して湿気のないところに保存してくださし、。 





電源のチェック 

水銀電池は普通の使用が態で1年レ:!上は十分もち 
ます。寿命が〈ると急激に電圧が下がりますから、 
明るい所でファインダー内のメーター指針が動か 
ないときは、電池が消持していることがわかりま 
すが、次の方法でチ X ックすることができます。 

1レンズ交換ボタン⑩を押しながら、レンズを左 
(反時計方向）に回してはずします。 

2シャッター速度ダイヤル麵の外側を持ち上げて 
回し、フィルム感度を ASAIOO にセットします。 

3シャッター速度ダイヤルを回し、1/125砂にセ 
ットします。 




4 ファインダーをのぞきながらメータースイッチ 
感を OFF の位置から C の方向に押します。メー 
夕 一指針鞭が F 8 と11の間にある電源チ X ックマ 
ーク强)上にあれば電圧は十分です。もし指針が 
マークに達しない場合や、電圧が高い電池でマ 
ークより下に振りきれてしまうときは、指定の 
新しいものと交換してください。 

レ:!上電源のチェックで使うものは、全部赤で表 
示されています。フィルム感度、シャッター速 
度を赤に合わせ、レバーを赤文字の C 方向に押 
して、指き十が赤マーク上にあればいいわけです。 
カメラ底部の電源チェックシールじがって、正 
しい順序で行なってください。 



フイルムの I れ 



1裏ぶたを開く 

裏ぶた開きぶ缀を引いて、裏ぶた遵)を開きます。 

2パトローネを入れる 

パト ロー ネ室麵の切り込み個所から、パト ロー 
本を斜めに滑り込ませるように入れます。 


フィルムは市販のパトローネ乂リ 35 mm を使います。 
フィルムの出し入れは、ち身寸日光を避けて日陰で 
行なってください。もし日陰のないところでは、 

ご自分のからだの陰を利用するのも一つの方法です。 



フィルムを差し込む 

パトローネを軽く押えながらフィルムを引き出 
し、その先端を巻取りスプール運)の入れやすい 
溝敬に差し込みます。 






パトローネを軽〈押えたまま卷上げレバー⑩を れている矢印の方向に静かに回して、パトロー 

回して、 フィルムをスブールに巻取ります。ス ネ内のフイルムのたるみをとります。 


プロケット遊)の而端の歯がパーフオレーシヨン 


(フイルムの巧）とかみ合っていることを確認し、 


裏ぶたを押しつけて閉じまず。 







6 フイルムを卷上げる 


巻上げレバーを止まるところまで回し、シャツ 
ターボタン①を押す操作を繰り返し、フィルム 
カウンター霞の指標に1をだします。巻上げレ 
バーを回すとき、フィルムが正しく送られてい 
れば、巻もどしノブ◎が左（反時計方向）に回り 
ます。もし回らないときは、フィルムを巻もど 
し最初からやり直してください。 





フイルム巧 f のセツ 



7 フィルム感度 (ASA) をセットする 

シャッター速度ダイヤル娜の外側を持ち上げて 
回し、フィルム感度表示窓 （ ASA ) 破の指標に、 
今入れたフィルムの感度を合わせ、落し込んで 
セットします。 

-フィルム感度表示窓の ASA と DIN は、どちらもフ 
イルムの露光指数を表わし、フィルムの外箱や 
説明書に印刷されています。 


<な00バ扣的><125〇><1〇〇〇><640バ500> <320><巧0> <160><125> <80><$4> <40><32> <2〇><16> 

ASA 3200 ••け的 • • 800 • • 400 • • 200 • • 100 • • 50 • • 25 • • 12 

DIN 36 • • 33 • • 30 • • 27 • • 24 • • 21 • • 18 ••け • • 12 

<35><34> <32><31> <巧><な> <2む<巧> <23><22> <20><19> <17><16> <14><13> 

-カツコ内の数字は中問の点に相当する感度です。 






巻上げ完了表示マーク 


巻上げレバーを軽〈手前に引出すと、指がかけや 
すくなります。ここから巻上げレバーを止まるま 
で回すと、フィルムが1コマ分送られ、シャツタ 
一がチャージされます。同時にフィルムカウンタ 
-が1目盛進み、巻上げ完了表示マーク⑩がホカ、 
ら緑にかわり、巻上げが完了したことを示します。 
これでシャッターをきると巧び巻上げができます。 



メモホルダー 


使用したフィルムの品名、種類、 ASA 感度などを明 
確にしておくために、裏ぶた中央のメモホルダー 
迦)に空箱のフラッブを切り取って入れておくと使 
利です。メモ用紙を入れてお〈こともできます。 




シャッターと I ず tj 



F 傕 u 1.4 I パ 2.8 4 5.6 8 1116 

ooo©@@®® 

ホかヒ 2 1 h \ \ \% ki 



シャッターは露出時間の調節を行い、被写体の動 
きを写し止める動きをします。シャッター速度目 
盛には、 B 、 1〜1/1000砂まであり、ダイヤルには 
速度の分母が目盛られています。この目盛を指標 
に合わせるだけで速度調節が行なえます。 

. シャッター速度の数字はファインダー内でも見 
られますから、ファインダーをのぞいたまま速 
度の確認ができます。 


B は1抄お上の長時間の T (タイム）露出が必要 
なときに用います。 

赤数字の125はストロボ同調の最高速度を示し 
ています。 

速度目盛の中間は使えません。必ずクリック位 
置でセットして〈ださい。 

シャッターボタンを巧したまま、ダイヤルを回 
さないでください。 



絞りは光量と被写界深度の調節を巧います。絞りリングの EE マークを指標にセットしてお〈だけで AE 磯構に 
よって適正絞り値が自動的に決まります。また、 AE 機構をはずし、マニュアル絞りも使えます。レ: I 上の場合 
には、いずれも完全自動絞り機構が働き、シャッターをきる瞬間だけ所定の絞り植まで絞り込まれ、露出が 
終ると同時に開放にもどります。 

-絞りは数値が大きくなるにしたがってレンズを通る光量は少なくなります。この関係は上図のように絞 
り値の1目盛ごとに明るさが半分になります。 

-絞りリングの横に EE 解除ボタン®をもつレンズは、 EE マークが指標からはずれないように EE ロック機構 
付です。 EE をはずして マニュアル 絞りを使うときは、このボタンを押しながら回してください。 

-絞り口径は連続してをりますから、絞り目盛の中間でも使えます。 



TTL ゾーターの i 哥其-ぶ； 



コニカ T 3 の TTL メ ーターは、カメラの撮影レンズを 
通って （Through The Lens )、 実隙に フィルム 面に 
達する光を測光するだけでなく、部分測光——中 
央部重点測光——全面平均測化と、レンズの画角 
に合った3 つの 測光方式を自動的に選巧する 巧 変 
測光式です。絞りが開放の明るいファインダーを 
見ながら測光できる開放測光と、実際に絞り込ん 
で行なう絞り込み測光ができます。アイピースの 
雨側にある2個の複合 CdS じ深いフードをつけて受 
光部を内側に傾け、図に示すようにピントグラス 
に結像した被写体の明るさをコンデンサーレンズ 
の曲率を選んで測る最も理想的な測光方式です。 

(ご;ま意）コニカ T 3 には、巧来のオートレックス用 
AE 式完全自動絞りのレンズをそのまま使うことは 
できません。必ず各レンズ共 T 3 用レンズ （ F 値導入 
のレンズ）に改造してからご使用ください。 

簡単に改造できますから、最寄りのサービスステ 
ーシヨンにお持ちください。 










ネ巧* rl ゾーターの 



⑩マニュアル表示マーク 
-■ 船 開放 F 植表示マーク 
. ■够メ_夕_指針 
■■如電源 チてツクマーク 

■—— 厨;絞り目盛 

啜露出オーバー警告マーク 


1 . 適正露出の絞 y 値： AE 撮影でメーター指針潑 
が適正露出範囲にあるとき、指針の示す絞り目盛 
敬が、シャッターをきると実際に絞り込まれる絞 
り値です。 

2. 適正露出範囲： F 1. 2お外の AR レンズの場合は、 
開放 F 植表示マーク姻)が使用レンズの開放 F 値を示 
しますから、この赤マークに指針がかかっている 
ときは露出不足になります。なお、開が F 値表示マ 
—クはメーターの連動範囲外になると下方に移動 
し、メーターの連動範囲の表示もします。したがつ 


て、 AE 撮影では上下の赤マ 
ーク巧が適正露出範囲にな 
ります。 

3. シャッターま度表示： 
ファインダー巧野内の下に 
使用時のシャッター速度目 
盛娘が表示されます。 

4. マニュアル表示マーク： 
AE 機構を解除して マニ ュア 
ル撮影に切り替えたとき、 

あるいは絞り込み測光の場合は、メーター窓の上 
に "M" の マニュアル 表示 マー ク⑩が現われ 、 AE 
撮影でないことを警告します。 

5. 絞り込み測光用定点：絞り込み測光のとき、 
メーター指針をこの定点祗に合わせると適正露出 
が得られます。 

6 . 電源 チ X ックマーク： 電源チ X ッ クマーク趣は 
TTL メーターの電源である水銀電池の電圧をチェ ッ 
クするときに使います。 








AE 撮影(開放測光） 

EE マークのついた AR レンズを使う場合の撮影方法で、通常はこの方法で AE (オートマチック■ェクスポージ 
ヤー)撮影を行います。 


1 EE マークにセツ ト する 
絞りリング⑩を回し、 EE マーク逗)を指標にセツ 
卜します。 EE ロックが入り確実に固定されます。 


2シャッターま度を決める 

シャッタ—速度ダイヤル麵を回し、被写体の明 
るさに応じたシャッター速度目盛敬を指標にセ 
ットします。一般には屋外で1/125秒、室内で 
は1/30砂にセットしておけば便利です。 



3 ファインダーをのぞく 

カメラを被写体に向けてファインダーをのぞき、 
構図を決めてピントを合わせ、視野内のメータ 
一指か盤)を見ます。指かが上下の赤マーク（露 
出限界マーク）に入っていなければ、常に適正 
露出が得られます。 


メーター指針が露出不足を示したときは、シャッ 
ター速度を遅くします。また、指針が露出オーバ 
一を示したときは、シャッター速度を速くします。 
これで指針が赤マークから離れば適正露出となり 
ます。 

もし被写界深度の関係で絞りを優先させたいとき 
は、シャッター速度ダイヤルを回して、指針が希 
望の絞り植を示すように調節します。ただしシャ 
ッター速度は中間では使えませんから、ダイヤル 
はクリック位置で止めて〈ださい。 

■シャッター速度ダイヤルの B 目盛で 、本一み一 
指針が適正露出範囲にあっても意味がありませ 
んから用いないで〈ださい。 




苗：-レ 



マニュアルち良 



フラッシュ撮影や 、 T (タイム）露出の場合 AE を解 
除して マニュアル 絞りに切り替えます。 EE 解除ボ 
タンを押しながら絞りリングを回して、指標から 
EE マー クをはずし マニュアル 絞り目盛遺)にセット 
します。 マニュアル 絞りのときも TTL メータ ーはフ 
ィルム感度、シャッター速度、レンズの開放 F 値に 
連動していますから、ネ見軍を内メーターは利用でき 
ます。指針が示す適正絞り値を読み取って絞りリ 
ング上の マニュアル 絞り目盛をミ夫めてください。 


星？のおて 


コニカ T 3 の TTL - AE は、通常の撮影において正確な 
露出が得られますが、逆光線 t 最影や主要被写体に 
対して周辺の明暗差が大きく画面を構成する場合、 
あるいは特殊な撮影効果を出すためには、露出記 
憶装置を使用して露出補正したほうがよい結まが 
得られます。また、このような特殊条件を連続撮 
影する場合は、フィルム感度目盛を補正する方法 
が便利です。 


'数■三ろ:み 



開けた風景や逆光線撮影の場合 
空やおなどのホ常に明るい背景や強いぶ光線の撮 
影では、背景の影響を受けて実際に写したい主要 
被写体が露出不足になることがあります。このよ 
うなときはカメラを下向にするか、または被写体 
に近づき、シャッターボタンを軽〈一段押してメ 
ーター指針を止めたまま、もとの構図にカメラを 
向けをしてシャッターをきります。 

フィルム感度目盛による補正は、目盛を半分 
( ASA 100 のフィ ルムナよ ら ASA 50) にセットして撮影 
します。 

被写体だけが明るく周囲が暗い場合 
人物だけが明るく周囲がホ常に暗い場合など、周 
困の影響を受けて実際に写したい主要被写体が露 
出オーバーじなることがあります。このようなと 
きは手のひらをカメラから 30 citi ぐらい離しておき、 
シャッターボタンを軽〈一段押して手のひらの露 
出を測り、メーター指針を止めたまま前の手をは 


ずしてシャッターをきります。もし測光のとき被 
写体に近づくことができれば、その方がよい結果 
が得られます。フィルム感度目盛による補正は、 
目盛を2巧 ( ASA 100 のフィルムなら ASA 200) にセッ 
卜して撮影します。 

(ごを意）フィルム感度目盛の補正による撮影が終 
つたら、必ずもとの目盛にもどしておくことを 
忘れないでください。 





カゾラの谭ぶぶ 



カメラはしっかリ構えて 

よいピントの写真を写すには、シャッターボタン 
を巧す隙カメラぶれを起さないように、確実に構 
えることがたいせつです。カメラは両手でしっか 
り持って、軽く顔に押しつけ、ささえる方のひじ 
を体にあてて安定した姿勢で静かにシャッターを 
きります。 

と〈に縦位置の構え方は、横位置に〈らベてうつし 
にくいようですが、錬習してよく慣れてください。 



低速シャッターを用いるときや、望遠撮影のと 
きは、手持ちではカメラぶれを起しやすいので、 
兰脚とケーブルレリーズを使う方が確実です。 

兰脚はカメラ底部の兰脚取付けねに⑩に、ケー 
ブルレリーズはシ ャッ ターボタンの巧にそれぞ 
れわじ込んで取がけます。 




ピントの合わせぶ 


フォーカシングスクリーン（ピントネ反）慰は、マイ 
クロダイヤプリズム式か、あるいはスプリットイ 
メージ式の距離計が内蔵されています。どちらも 
全く同じようにピント合わせができます。 



强マット面 


マイクロダイヤプリズムまの場合 
ファインダーをのぞきながら、フォーカスリング 
⑩を回し、中央のマイクロダイヤブリズム部の慷 
がはっきり見えるように合わせます。ピントが合 
っていないと、像がギザギザしたように見えます。 

スプリットイメージまの場合 
ファインダーをのぞきながら、フォーカスリング 
⑩を回し、中央のスプリットイメージ部の上下に 
分割された像が一つに見えるように合わせます。 
ピントが合っていないと、上下の像が左ちにずれ 
て見えます。 











なな 

ピントが合ってないとき ピントが合ったとき 
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F 4.5 より暗いレンズを使うとき、あるいは接写 
のときなどは、中央のマイクロダイヤ、または 
スブリットイメージ部でのピント合わせがむず 
かしくなりますので、周困のマット面鄭でピン 
卜を合わせてください。 

スブリットイメージまの場合、平行線の被写体 
のときは、カメラを縦位置に構えてピントを合 
わせます。 

ファインダーは一眼レフ実慷式ですから、ファ 
ィンダーで見られる慷が実隙に写る範囲になり 
ます。 

t 最影距離を実測するときは、フィルム位置を示 
した距離基準マーク(み)迹から被写体までの距 
離を測り、これでフォーカスリングの距離目盛 
這)を決めます。 


マイクロダイヤプリズムま スプリットイメ—ジま 





巧号がず f 



被写体にピントを合わせたとき、その被写体の前 
後にも十分鮮銳に写る範囲があります。これを被 
写界深度といって、次のような性質をもっていま 
す。 

a. 絞りの数値が大きいほど深〈なります。 

b . 遠距離にピントを合わせたときほど深くなりま 
す。 

C. ピントを合わせた被写体の前方より後方が深く 
なります。 

d . レンズの焦点距離が短いほど深くなります。 

この被写界深度は、被写界深度目盛とマニュアル 
絞りの2つの方法によって知ることができます。 
詳しくは被写界深度表をご覧〈ださい。 




F 16 のときの被写界深度 
F 4 のとき 


1.5 2 
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紙, 


趣距離指標 . 感距離目盛 

感被写界深度目盛 趣赤外補正マーク 


被写界深度目盛による場合 

各レンズの被写界深度目盛な)には、距離指標颜の 
両側に絞りと同に目盛があり、この絞り値に対応 
する範囲が被写界深度になります。 

たとえば 50 mm F 1. 4のレンズでピントを合わせた被 
写体までの距離が日 m のとき、絞り値が F4 では 4 
m 〜 6 m まで、 F 16 になると 3 m から〇〇 ( 無限遠）に 
ある被写体はすべて鮮銳に写ることがわかります。 

ホか補正マーク：赤外線写真撮影の場合は、ピン 
卜位置が一般撮影よりも多少ずれるので、普通に 
ピントを合わせた後、距離指標獨と合った距離目 
盛感上の位置を赤外補正マーク趣の R (赤線）まで 
ずらして撮影します。 



: ユ—よ ■ konica 、 



絞 y 込みレバーによる巧合 

EE マー クのついた AR レンズは自動絞りですからフ 
ァインダーは常に絞り開放の明るい状態になって 
います。絞り込みレバー這)をレンズ側に押し倒す 
と、 AE のときはメーター指針が示す絞り値まで、 
マニュアルの ときはセットした絞り値まで絞られ、 
ファインダーをのぞ〈と、そのときの被写界深度 
の 状態が見られます。 

-絞り込みレバーを押したまま、シャッターをき 
らないで〈ださい。 


被写巧深度表 （50 mm F 1. 7 ■ 50 mm FI . 4) 許容錯乱円直を 3 /ioomm (単位の) 











セルフタイマー 


コニ カ T 3 のセルフタイマ 
—は AEt 最影、 マニュアル 
撮影、フラッシュ撮影の 
いずれの場合でも使えま 
す。ご自分もいっしょに 
記念撮影するとき、ある 
いはカメラぶれを防止す 
るためケーブルレリーズ 
の代りとしてお使い〈だ 
さい。 

セルフタイマーの使いち 
セルフセットボタン還)を 
押しながら、セルフタイ 
マーレバー 感を左（反時計方向）にいっぱいに回し、 
シャッターボタンを押すと約10砂後にシャッター 
がきれます。セルフタイマーのセットは、卷上げ 
の前でも後でもかまいません。 

-レバーのセツト 角を少なくして シャツター がき 
れるまでの時問を短くすることもできます。 



(ご注意）セルフタイマーによる AEt 最影では、シャ 
ッターボタンを押すとき、アイピースから強いぶ 
流光が入ると露出の精度に影響を及ぼします。フ 
ァインダーをのぞいたまま押すか、アイピースを 
手でおおいながら押すようにして〈ださい。なお、 
ファインダーから目をはなし、カメラの前に立っ 
てシャッターボタンを押すと、ご自分のを服の明 
るさに対する露出になってしまいますからま意し 
て〈ださい。 



フイルムのずもどし-ぶ 



カメラに入れたフィルムを全部写し終ったら、次 
の順序でフィルムをパトローネに卷もどします。 

巻もどさずに裏ぶたを開くと、フィルムは全部だ 
めになってしまいます。ごミ主意〈ださい。 

-フィルムの終りで、巻上げレバーが途中で動力、 
な〈なったときは、無理に巻上げないで、レバ 
一をぶに押しもどしてください。 

1巻もどしボタンを押し込む 
カメラ底部の巻もどしボタン⑩を押し込みます。 
一度ボタンを押せば、ひっこんだままになりま 
ず。 


2クランクで巻もどす 

巻もどしクランク®を起し、クランクの矢印の 
方向に回します。これでフィルムがパトローネ 
に巻もどされて巧きます。 

3パトローネを取出す 

クランクの手ごたえが急に軽〈なったら巻もど 
し完了です。直射日光のあたらないところで裏 
ぶたを開き、パトローネを取出して〈ださい。 

-フィルムカウンターは裏ぶたを開くと、自動的 
に スタートマーク （ S ) にもどります。 

-巻もどしボタンは巻上げレバーを動かすと自動 
的にもどります。 


因 


多重露出 （ Mu け i - Exposure ) I 
シャッター速度ダイヤルの下にあるを重露出 レバ' 
—娜をち Ef ] の方向に押したまま、卷上げるとフィ 
ルムは卷上げられずに（フィ J レムカ ウンターも進み 
ません）シャッターだけがチャージされるので、同 
—コマに何回でも露出することができます。 

3) はじめの露出を与えます。 

②多重露出レバーを矢印の方向に押したままで、 
巻上げを行ないます。 

⑤次の露出を与えます。 

この操作を希望の回数繰返します。 

■ 多■重露出レバー中央の巧に、ボールペンの先を 
差し込んで使うと楽に操作ができまず。 






T (タイム)露出 

シャッター速度ダイヤルを B にセットし、シャッ 
ターをきるとシャッターボタンを押している間は 
シャッターが開いていますから、1砂む上の長時 
間露出もできます。特に長時間の T 露出が必要な 
場合は、 B にセットしてシャッターボタンを押し 
たままレリーズロックレバー感を回し、 OFF に合わ 
せてください、これでボタンから指を離しても露 
出が綿けられ、レバーを指で確実に ON の位置まで 
もどすとシャツターが閉じて露出が終ります。 


- T 露出で AE は使えませんから、 マニュアル 絞り 
に切り替えて絞りを決めて〈ださい。 

-カメラぶれ防止のため兰脚とケーブルレリーズ 
が必要です。ロック付のコニカケーブルレリー 
ズ3は T ストッパーがあるので、レリーズロッ 
クレバーを使わなくても T 露出に利用すること 
ができます。 

(ご;ま意） T 露出中はシャッター速度ダイヤルを回 
さないでください。セルフタイマー作動中も同様 
です。 






AE 撮影ができない暗い室内や夜間はもちろんのこ 
と、昼間でも補助光として日中シンクロを、 フラ 
ッ シュバ ル ブやス ト ロボ装置を使って フラッシュ 
撮影をしますと美しい写真ができます。 

カメラ側面には M と X 接点のシンクロソケット鄭 
があります。コードまのフラッシュ装置を使うと 
きはプラグを M 接点に接綿し、ストロボを使うと 
きは X 接点に接続して〈ださい。 

アイピース部愈のシンクロ接点领は、専用ホット 
シュークリッブ用で、ホットシュ ー( コードレス） 
のか型ストロボ装置、コニカ X -20 や X -14 を装着す 
るだけで、電気的に接続できます。 


1 ホットシュークリップを取付ける 
アイピース部のわくを左（反時計方向）に回し、 
はずしてからホットシュークリップを取付け、 
わくを右に回して確実にねに込みます。従まの 
アクセサリークリップ3も同じように取付けて 
使用できます。 


2ストロボを装着する 

ホッ トシュークリ ッ ブにストロボの取付け足を 
しっかり差し込みます。コニカ X -20 や X -14 のよ 
うな ホッ トシュー（コードレス）のストロボ装置 
は、直接差し込むだけで電気的接綿は完了し、 
接点は装置を取付けたときだけ導通しますから、 
直接指を触れても安全です。 
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〇……同調 X ……同調せず 


3雷出をみめる 

シャッター速度はフラッシュバルブで全速度同 
調し、ストロボの場合は1/125砂まで同調しま 
す。フラッシュを主光源とするフラッシュ撮影 
で AE は使えませんから、 マニュアル 絞りに切り 
替えます。一般に絞り値はお使いじなるフラッ 
シュバルブやストロボのガイドナンバーを撮影 
距離で割って求めます。 



たとえばストロボのガイドナンバーが ASA 100 で 
20、撮影距離 5 m のときは、20~^5二4となりま 
す。これで マニュアル 絞り目盛を F 4 に合わせれ 
ば、適正露出が得られます。 







コニカキューブフラッシュを使う場合 

コニカキューブフラッシュをホットシュークリップに取付けて、コードレスで使う場合、シンクロ接点は X 
接点ですから、シャッター速度は1/30砂が下でしか同調しません。1/60秒お上の高速シャッターを使うとき 
は、付属のシンクロコードをシンクロソケットの M 接点に接続して〈ださい。 

を灯ストロボ撮影の巧合 

ホットシュークリップとカメラ側面のシンクロソケットを使巧し、写真のような2灯ストロボ撮影ができま 
す。この場合の露出は、使用するストロボのガイドナンバーが同になら、1灯より算出した絞り値より1絞 
りだけ絞り込み、写真の場合はガイドナンバーが14と20ですから半絞り絞り込みます。実隙にはその場所の 
条件により大き〈変わるので、テスト撮影することをおすすめします。 



レンズのす 



レンズを取リはずすには 

レンズ交換ボタン⑩を押しながら、レンズを持っ 
て左（反時計方向）に回し、レンズの赤点とボディ 
のレンズ着脱指標運)（赤点）が合った位置で引き出 
します。 

レンズを取かるには 

レンズの赤点とボディのレンズ着脱指標（ホ点）を 
合わせて静かにはめ込み、レンズを持ってち（時計 
方向）に、カチッと音がして止まるまで回してくだ 
さい。 



( 一す言） 

-レンズをはずしたときは、ボディ内部やレンズ 
鏡服!にゴミが入らないようにし、レンズ面には 
キズや指紋をつけないようにしてください。特 
にボディ内部は絶対にさわらないようにしてく 
ださし、。 

-長時間レンズをはずしておくときは、ボディキ 
ヤップやレンズの後につけるマウントキヤッブ 
が用意されていますからご使用ください。 

-レンズを取付けるときは、必ずレンズ側とボデ 
ィ側の赤点が合う位置ではめ込むようにしてく 
ださい。 




絞り込み測光は開が測光にくらべて、アイピー 
スからの逆流光の影響を受けやすくなります。 
眼をアイピースに押しつけるようにして露出を 
決めて〈ださい。また、指針の振れが非常にゆ 
っくりしています。完全に指針が定点に合った 
ことを確認してから撮影して〈ださし、。 

手動プリセット絞りのレンズを使用する場合は、 
あらかじめプリセット絞りリングを最ル絞りに 
セットしておき、絞りリングだけを回せば、操 
作力《やし 1や 寸 /なりホホ。 

顕微鏡 t 最影のときも絞り込み測光ですが、絞り 
がありませんから、シャッター速度か光源の巧 
るさで調節して〈ださい 


EE マー クのついた AR レンズは、 AE 撮影でも マニ ュ 
アル撮影でも、自動絞りのままで開放測光ができ 
ますが、次のような場合は絞り込み測光で露出を 
決めます。 

1. 手動ブリセット絞りの ARP レンズや手動クリッ 
ク絞りの ARM レンズを使うとき。 

2. エクステンションリングやべ口ーズなどの使用 
で自動絞りが使えないとき。 

3. レンズマウントアダプターで、コニカ FS 、 FP 、 

FM や他社のレンズを T 3 に使うとき。 

露出の決め方 

絞り込み測光のときは、ファインダー視!?内の絞 
り目盛は利用できません。絞リリングまたはシャ 
ッター速度ダイヤルを回し、 F 1. 4のところにある 
絞り込み測光用定点液にメーター指針鄉を合わせ 
ると適正露出にセットされます。 

絞りとシャッター速度の組合せが適当でないと、 
指針は定点に合いません。指針が定点より上にあ 
れば露出不足、下にあれば露出オーバーですから、 
絞りまたはシャッター速度で調節して〈ださい。 



露出才—バ 


露出不足 

適正露出 



